
2 

 

令和４年度厚生労働科学研究費補助金（政策科学総合研究事業（統計情報総合研究事業）） 

研究報告書 

 

International Classification of Health Interventions (ICHI) の 

我が国における活用・普及のための研究 

研究代表者 川瀬 弘一 聖マリアンナ医科大学医学部教授 

 

研究要旨： 

 WHO 国際分類ファミリー（WHO-FIC）は、その中心分類として ICD、ICF、ICHI の３つを設けて

いる。ICHI はファイナル版が完成し 2023 年 5 月の世界保健総会（WHA）での承認を目指してい

る。2022年度もWHO-FICの中間会議、年次会議にWEBで参加し、ICHIの最新情報を収集す

るとともに、今回整形外科領域の手術コードと ICHI のマッピングについて報告し、関節鏡下手術

のコードが ICHI に不足があることを指摘した。ICHI の活用・普及については ICHI 研修会を計 4

回開催、今回は将来診療情報管理士を目指す専門学校生への研修も行い、スマホ等の通信機

器を使いこなしている若い世代が ICHI onlineでの検索をどのように感じているかを知る機会にも

なり、有意義であった。また今回からアドバンスコースの研修会を設け、Extension codes に対す

る研修も積極的に行った。今後も ICHI研修会の開催を継続し、ICHI がWHA で承認された際に

はスピード感を持って対応できるよう準備をおこなっている。 
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A. 研究目的 

 本研究の目的は、保健・医療関連行為に関

する国際分類（International Classification of 

Health Interventions：ICHI）の開発及び我が

国への活用・普及を検討することである。

WHO 国際分類ファミリー（WHO-FIC）は、そ

の中心分類として疾病及び関連保健問題の

国際統計分類（ ICD）と国際生活機能分類

（ICF）、ICHI の３つを設けている。ICHI は健

康と福祉に関する情報および個人や集団に

提供される医療行為に関する幅広い情報をコ

ーディングすることで、標準化された共通言語

として提供しており、2023 年 5 月の世界保健

総会（WHA）での承認を目指している。 

 研究代表者および研究分担者は、これまで

厚生労働科学研究費補助金（政策科学総合

研究事業）で、WHO-FIC の年次会議、中間

会議、ICHI Task Force会議（ICHI会議）に出

席し、最新の情報を収集するとともに、我が国

の知見やフィールドテスト結果を踏まえた意見

提出を図ってきた。 

 ICHI の我が国への活用・普及については、

新しい国際統計分類であることより、海外での

活用状況を踏まえて国内での活用方法を提

案するとともに、医療現場への継続的な教育・
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普及が必要である。令和 2 年度に ICHI を初

めて扱う医師や医療事務の方でも理解できる

よう「ICHI テキスト 2021」を作成した。令和 3

年度にはその改訂版「ICHI テキスト 2022」を

作成した。ICHI は単純な分類コードではなく、

ICDや ICFとともに利用可能で、さらに臨床現

場や研究など様々な場面での使用も想定され

ており、多様な保健・医療関連行為を表現で

きるよう体系化されている。内容は膨大で、書

籍などのテキストからコード検索を行うのでは

なく、ウェブサイトでの活用が必須で、「ICHI 

online 」 （ https://icd.who.int/dev11/l-ichi/en ）

がWHOから提供されている。このブラウザは

英語で表記されており、今後我が国で利用す

るためには翻訳が求められている。 

 今年度は一昨年度に引き続き「ICHI online」

を用いた ICHI研修会を 4か所で開催した。パ

ソコンやスマホを用いた ICHI コードの検索方

法の指導が中心である。 

 

B．研究方法 

１）ICHIの動向 

 ICHIの今年度の動向についてWHO-FIC年

次会議・中間会議、ICHI 会議の活動、および

今後について記述する。 

２）ICHIの我が国への活用方法 

 ICHI の教育、普及のための方法を検討する。 

 

C．研究結果 

１）ICHIの動向 

 2022 年 5 月にプラハで WHO-FIC 中間会

議がハイブリッド形式で開催、この中でFamily 

Development Committee：FDC は 5 月 5 日

に行われ、わが国からはコロナ禍の感染拡大

の影響もあり WEB で参加した。検討内容は

ICD、ICF、ICHIの中心分類間で共有されるフ

ァウンデーションから各コンテンツへの改良に

ついて、具体例を示しながら検討された。たと

えば ICHI で用いられている解剖学的

Extension codesは ICD と重複しており、 ICD

の解剖学的Extension codesを使用し、ICHIで

これまで使われてきた解剖学的 Extension 

codesは削除することが合意された。 

 また ICHI のマッピング作業は 6 月までに

完了させ、その結果レビューをもとに 7 月に 

ICHI の更新を行うと説明があった。またコン

テンツの調整とハーモニゼーションにおいては

分類全体でのコンテンツモデルの調和やネッ

トワークを完成させるための作業計画が議論

された。ICHI のファイナライズのタイムスケジ

ュールについても順調に進んでおり、これまで

ICHI の大きな修正が必要であった公衆衛生

領域の見直しが完了し、最終協議が行われる

とのことであった。 

 また 10 月 17 日から 21 日までジュネーブ

で WHO-FIC 年次会議がハイブリッド形式で

開催、わが国からは今回もWEB参加となった。

アジアを除くほとんどの国はマスクなしの現地

参加で、コロナ感染対策の違いを実感した（図

１）。代表研究者は FDCの Voting memberと

して出席、ここでは、2022 年末までに各国か

らの意見をまとめ、2023 年 5 月の WHA で

ICHI承認を目指し、ICHI ファイナル版を提出 

 

図１．WHO-FIC年次会議（2022年ジュネー

ブにて、ハイブリッド会議の画面より） 
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する予定であり、ICHI の検索ツールは完全

に機能するようになったと説明があった。また

ICHI のコンテンツの更新として、ICHI のブラ

ウザに３つ軸がウインドウに挿入されたこと、

ICHI コーディングツールが作成されたことが

説明された。また Functioning interventions 

のレビュー結果より新たに Stem code が追

加され、現在約 9,000 の Stem code が登録

されていることや、リハビリテーションの内容を

把握できるためのExtension codes が提案さ

れたこと等、内容が強化されていることが説明

された。ICHI 開発から 15 年かかったが、フ

ァイナル版が完成したことが報告された。 

研究分担者の阿部幸喜氏は日本整形外科

学会レジストリ JOANR を用いて、我が国にお

ける整形外科領域の手術コードと ICHI のマッ

ピングについて「Mapping the Japanese 

Orthopaedic Association National Registry 

(JOANR) to ICHI」の演題名でポスター報告を

行い（図２）、これが WHO-FIC より口演発表

の機会が与えられた。 

本発表では、整形外科領域の国内手術コード

（K コードおよびレセプトコード）の 149 コード

から ICHIコードへのマッピングを試みたところ、

Stem code 単独では 18.5％の相同性にとど

まるが、Extension codesを用いると 43.6％、

更に ICD-11 コードを付与することにより

80.5％の相同性を得たことを報告した。また、

国内コードが保険請求コードを転用しているた

めに手術コードとしては相応しくない部分があ

ること、ICHI には関節鏡下手術のコードが不

足していることなどの問題点を指摘した。両コ

ードをマッピング、互換性を調べることは、医

療行為の国際間比較を行う上で時宜を得たも

のであり、参加メンバーからも高い評価が得ら

れた。 

 

２）ICHIの我が国への活用方法 

 多くの医療関係者に ICHIに対する理解を深

めてもらう目的で、昨年度に「ICHI テキスト

2022」を作成した（図３）。 

 

図２．Mapping the Japanese Orthopaedic Association National Registry (JOANR) to ICHI

（研究分担者の阿部幸喜氏によるポスター報告） 
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図３．ICHIテキスト 2022： ICHIの基本概念

およびその構造、136例の事例紹介の 2部

形式、全 194ページ、2022年 3月 1日作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは一昨年度に作成した「ICHI テキスト

2021」の改訂版である。今回改訂版作成の大

きな理由は ICHI コードを検索するブラウザが

2021年 4月に ICHI Platform（図４）から ICHI 

online（図５）に変更されたためである。 

 この改定版作成には、研究代表者、分担者

だけでなく「ICHIテキスト 2021」の執筆者であ

る診療情報管理士 38 名に再度執筆を依頼し

た。 

 

図４．ICHI Platform

（https://mitel.dimi.uniud.it/ichi/） 

 

 

 

図５．ICHI online 

（https://icd.who.int/dev11/l-ichi/en） 

 

 

今年度もファイナル版完成に向けて ICHI 

online に掲載されている内容が大幅に変更さ

れており、今年度中にさらなる改訂版「ICHI テ

キスト 2023」を完成させる予定である。 

 我が国での ICHI活用にむけて、11月 11日

に ICHI研修会（三幸学園）を東京医療秘書福

祉専門学校で開催した。これは三幸学園の協

力で開催し、診療情報管理士を目指す東京医

療秘書福祉専門学校の学生 65 名は現地参

加で、これ以外の三幸学園関連専門学校8校

の学生は各専門学校にてWEBで受講、WEB

参加者も含めると 531 名の学生が参加した

（図６）。 

 

図６．ICHI研修会（三幸学園）参加専門学校

ならびに受講者数 
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 医療事務や教育に係わっている診療情報管

理士への ICHI 研修会は、11 月 12 日に東京

会場（TKP東京駅カンファレンスセンター、 20

名参加）、11 月 19 日に福岡会場（TKP ガー

デンシティ博多新幹線口、7 名参加）、12 月 3

日に大阪会場（TKP ガーデンシティ東梅田、

22名参加）の 3カ所で開催し、49名の参加者

があった。研修内容は東京、大阪会場では初

めて ICHI を知ったという方や ICHI の名前程

度は聞いたことがあるという方を対象としたベ

ーシックコース 2時間と、Extension codes を

付加したコード検索を中心としたアドバンスコ

ース2時間を行い、福岡会場ではベーシックコ

ースだけとした。指導者は研究代表者の川瀬

と研究分担者の瀬尾善宣氏、日本診療情報

管理学会の横堀由喜子氏と福岡医療秘書福

祉専門学校副校長の本多未佐氏が担当した。

どの研修会もパソコン、スマホを用いての

「ICHI online」検索が中心の実習指導である。

この研修会の目的は ICHI における地域の指

導者を育成することでもあり、今回特にスマホ

を用いた検索方法、ならびにスマホや翻訳機

能を ICHI online での具体的な検索法等につ

いても指導することができた。 

 研修終了後にはアンケート調査を施行し、専

門学校生を対象とした ICHI研修会（三幸学園）

では322名から回答をいただいた。WHO-FIC 

の中心分類であることは約 1/3 が知っていた

が、残りの 2/3 の学生は「初めて ICHI を知っ

た」と回答し、このような学生を対象に研修会

をおこなった。検索にスマホを用いた学生は 3

割で、学校に設置されているパソコンを利用し

ている方が 8 割であった。研修会の内容の難

易度は「易しかった」「ちょうどよかった」が合

わせて 34％で、6 割の学生は「難しかった」と

回答している。しかし 2/3 の受講者は「概ね理

解できた」と回答している（図７）。 

 

図７．ICHI研修（三幸学園）終了後のアンケ

ート調査結果 

 

 

一方、現在病院医療事務等に従事している

方を対象とした研修会では、東京 17 名、福岡

9 名、大阪 19 名の計 45 名からアンケートの

回答をいただいた。ICHI については、「ICHI 

フィールドテストに参加し、よく知っている」とい

う方が全回答者の 1/3 であったが、6 割の方

は「あまり知らなかった」と回答している。検索

にはスマホを用いても出来るようにと会場で伝

えたため、半数近くの方は利用していた。また

今回の難易度については、1 割の方が「難し

かった」と回答し、理解度も 15％が「理解でき

ないところがあった」と回答している。理解でき

ない内容は、7 名中 5 名が Extension codes

についてであった（図８）。 
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図８．ICHI研修（東京、福岡、大阪）終了後の

アンケート調査結果 

 

 

 研修会開催以外に、2022年5月に開催され

た第 59 回日本小児外科学会学術集会にて、

小児外科領域における ICD-11 という演題名

で発表、2022年 9月に開催された第 48回日

本診療情報管理学会学術大会の教育講演 2

で「我が国における ICHI 活用の可能性」の講

演を行った。 

 日本語訳については、Stem codeの 3つの

軸、Target、Action、Means の項目について

はこれまで仮訳を行ってきたが、頻繁にその

内容が修正されるため、完全なものはできて

いない。今回は ICHI Reference Guide の日

本語訳を行った。 

 

D．考察 

 ICHI 開発が 2007 年にスタートして、今年で

16年目を迎える。2019年 7月から 2020年 2

月までに世界各国で行われた ICHI フィール

ドテストには、日本から 140 名が評価者として

参加した。Public Health interventions（公衆

衛生領域の保健・医療関連行為）については、

標準的な言葉、用語が馴染みのない分類で

あり、どの国においても正解率が低率であっ

た。このため WHO-FIC では、この数年公衆

衛生領域の共通言語の開発、改善に積極的

に取り組んできた。 

 ICHI コードは Stem code と Extension 

codes の組み合わせで構成されているが、

Stem codeは 3つの軸で表現されている。  

Target （3桁コード） はAction が実行され

る実態で、2023 年 2 月 13 日に ICHI online 

で最新の内容を確認したところ、Target for 

body systems and functions（身体の部位や

身体機能）が 568 コード、Target for activities 

and participation domains（活動や参加）が

122 コード、Target for the environment （環

境）が 107コード、Health-related Behaviours 

target（健康関連の行動）が 35 コードで、

Other specified, unspecified（その他，部位

不明）の 2 コードを入れて全 834 コードからな

っている（図９）。 

 

図９．ICHI Target 

 

 

 Action （2 桁コード） は Target に対して何

を行うかを示したもので、Diagnostic（診断）が

12 コード、Therapeutic（治療）が 78 コード、

Managing（管理）が12コード、Preventing（予

防 ） が 21 コ ー ド で 、 Other specified, 
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unspecified（その他，部位不明）2 コードを入

れて全 125 コードからなっている（図１０）。 

 

図１０．ICHI Action 

 

 

 Means（2 桁コード） は Action が実行され

るプロセスと方法を示したもので、Approach

（到達方法）が 13コード、Technique（技術）が

16コード、Method（方法）が 3コード、Sample

（サンプル）が 8 コードで、Other specified, 

unspecified（その他，部位不明）の 2 コードを

入れて全 42 コードからなっている（図１１）。 

 

図１１．ICHI Means  

 

 

 この 3 つの軸から Health interventions の

ICHI Stem code が作成され、大きく「Body 

systems or functions身体の部位あるいは身

体 機 能 ） 」 「 Activities and participation 

domains（活動と参加）」  「Environment（環

境）」「Health-related Behaviours（健康関連

の行動）」の 4 つのセクションに分類されてい

る。 

  「Body systems or functions（身体の部位

あるいは身体機能）」には 12 の Chapters に

細分化され、全 4,751 の Stem code からな

る（図１２）。 

 

図１２．「Body systems or functions」の

Health interventions  

 

 

 「Activities and participation domains（活動

と参加）」には9つのChaptersに細分化され、

全 995の Stem code からなる（図１３）。 

 

図１３．「Activities and participation 

domains」の Health interventions  

 

 

 「Environment（環境）」には6つのChapters

に細分化され、全 3,198 の Stem code から

なる（図１4）。 
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図１4．「Environment」の Health 

interventions 

 

 

 「Health-related Behaviours（健康関連の行

動）」には 6 つの Chapters に細分化され、全

703の Stem code からなる（図１５）。 

 

図１５．「Health-related Behaviours」の

Health interventions 

 

 

 これらを合わせて、Health interventions の

ICHI Stem codeは 9,674件になっている。 

 また Extension codes は、Stem codeでは

十分表現できない、あるいは区別できなない

保健・医療関連行為を精緻化するためにとて

も便利なコードであるが、付記するルールが

現在決まっていないため、とても煩雑である。

その内容は 8 つの大分類に分けられ、

「Additional descriptive information（付加的

な記述、情報）」が 58 コード、「Assistive 

products （ 支援製品 ） 」が 138 コー ド 、

「Essential pathology tests（診断のためのテ

スト）」が 119 コード、「Quantifiers（数）」が 27

コード、「Telehealth（テレヘルス（遠隔医療を

含む））」が 3 コード、「Therapeutic products

（治療用製品）」が 169 コード、「Anatomy and 

topography（解剖と部位）」が 2,858 コード、

「Topology Scale Value（部位スケール値）」が

40 コードの全 3,412 コードからなっている（図

１５）。 

 

図１５．Extension codes（2023年 2月 13日

に ICHI online で確認） 

 

 

ICHI のExtension codes はWHO-FICの

ファウンデーションという共通のストックから引

き出すことが 2022 年の WHO-FIC 年次会議

で確認され（図１３）、これにより ICDと ICHIの

Extension codes の共通化が急ピッチで進め

られている。しかしながら 2023 年 2 月 13 日

現在 ICHI online で検索しても「No Code 

Assigned（コードが割り当てられていません）」

と表示され、まだ具体的なコードは振られてい

ない。 
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図１３．WHO国際統計分類ファミリー WHO-

FIC：中心分類である ICD、ICF、ICHIや派生

分類はWHO-FICのファウンデーションという

共通の枠組みから用語が引き出されている 

 

 

 Final 版完成に向けて急ピッチで ICHI の整

備が行われているため、その内容は 1 年前と

比べて項目、内容ともは毎年大幅に修正され

ている。特に検索ブラウザが ICHI onlineに変

更されており、一昨年度に作成した「ICHIテキ

スト 2021」を大幅に改訂した「ICHI テキスト

2022」を 2022年 3月にを作成した。 

 ICHI活用にむけて、このテキストを用いた講

習会を今年度も開催、新型コロナ感染症が一

時的に収束していた時期に４か所で対面開催

することができた。パソコン、タブレット、スマホ

で ICHI onlineのブラウザを開き、具体的な術

式名や検査法の ICHI コードを検索し、体験し

ていただいた。正しく検索できない場合には、

指導者が付き添い実習指導をおこなった。昨

年度と大きく変更したことは、検索をスマホで

も体験していただいた点と、電子機器の翻訳

機能を用いて英語に不慣れな方でも検索でき

る指導を行った点である。現在 ICHI の日本

語への翻訳作業は中断している。これはFinal

版完成に向けて、ICHI の内容が大幅に修正

されているためで、確定後は速やかに翻訳を

おこない、ICHI online のブラウザでも日本語

での検索ができるようにしていく予定である。

現時点では Google 等の翻訳機能を用いるこ

とで、十分に検索可能なことが講習で明らか

になった。 

今回の専門学校生への講習の目的は、全

く ICHI を知らなくても ICHI を理解できるか、

スマホなどの電子機器を用いることに習熟し

ている若い世代が翻訳機能を用いて ICHI 検

索が可能かを確認することであった。結果、6

割の学生は今回の研修は難しかったと回答し

ているが、初めて開いた ICHI online が 4 割

近く「検索しやすい」と回答し、2/3 の学生が

「概ね理解できた」と回答したことは、電子機

器の利用が生活の一部になっている若い世

代においては、それほど困難でなかったことを

示している。 

病院の医療事務職や診療情報管理士への

ICHI 研修会は、昨年度の四国研修会、北海

道研修会に引き続き、東京、大阪、福岡の 3

カ所で開催した。研修会に繰り返し参加する

方もいるため、今年度から新たにアドバンスコ

ースを設け、Extension codes を付加したコ

ード検索を中心とした研修内容を準備した。ベ

ーシックコースも含めて、研究分担者の瀬尾

善宣氏の専門分野である脳神経外科領域か

ら頭部 CT 検査、聴力検査、脳室－腹腔シャ

ント術（VP シャント）、頭蓋内動脈の血栓融解

療法などの問題を新たに取り入れた。 

こちらの研修会終了後のアンケート調査結

果から、これまでに ICHI 研修参加された方

が 3/4、さらには ICHI フィールドテストに参加

した方も 1/3 と、既に ICHI にふれてきた方が

多く、研修の難易度は 87％の方が「ちょうど良

かった」と回答し、「易しかった」が 2％、「難し

かった」が 11％だった。研修の理解度も「理解

できた」84％だったが、「理解できないところが

あった」と回答した 16％のほとんどは、

Extension codes に関する内容だった。今回
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アドバンスコースを新たに取りが入れたことは

受講者の要望に合った研修だったと感じてい

る。「和訳はどの程度必要か？」の回答では、

学生ほど高くはなかったものの、60％以上必

要と考えている方が53％であり、Final版完成

後には日本語訳の作業をできるだけ早急に行

うことが、我が国での ICHI 活用に重要である

ことが確認できた。 

 

E．結論 

 2023年 5月のWHAにおいて ICHIの承認

が期待される。承認後の ICHI の我が国への

活用については、今後も多くの方に ICHI を理

解していただくために、「ICHI テキスト」を用い

た講習会を継続し、これまでの経験を踏まえ

て、ベーシック、アドバンスコースの内容をブラ

ッシュアップしていく予定である。そのために

教育・普及のための教材の基本となる「ICHI

テキスト」の改訂も毎年行いたいと考えている。

今後の課題は、ICHI の日本語訳の作業であ

り、スピード感を持って対処したい。さらにこれ

と並行して、ICHI の DPC/PDPS における国

内利用の具体案も検討したい。 
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特記事項なし。 
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